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社協の会員会費募集のお願い（地域ふくし支援金）

会
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ 

　

社
会
福
祉
法
人 

狭
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

会 

長
　
塩
野
谷 

延
夫

一 般 会 員　（ 個 人 ・ 世 帯 ）　 年 １ 口 ５ ０ ０ 円
特 別 会 員　（ 篤 志 家 等 ）　 年 １ 口 ５，０ ０ ０ 円
賛 助 会 員　（ 事 業 所 等 ）　 年 １ 口 １ ０，０ ０ ０ 円

　社会福祉協議会（通称：社協）では、『福祉のまちづくり』を推進するための活動
資金を支援していただける個人・団体・事業所等の方々を会員と呼ばせていただいてい
ます。いただいた大切な会費は、市内の福祉活動の財源として使われています。

社協賛助会員の皆様のご紹介
朝日システムズ（株）・あらゆる身障児を守る会・安斎医院・安全協和会・いるま野農業協同組合 狭山支店・彩り企画・SMBC
日興証券（株）所沢支店・（株）大泉製作所・小原  茂・オリエント防災工業（株）・柿木興業（株）・（株）粕谷自動車・（有）北嶋通
信建設・キッコーマンソイフーズ（株）・（株）住和・公栄産業・（株）コーセー狭山事業所・（株）小島化学薬品・コックス・

（株）小林製作所・齋藤眼科医院・さくらんぼ歯科医院・狭山ケアセンター・狭山市医師会・公益社団法人 狭山市シルバー人
材センター・狭山市接骨師会・狭山市薬剤師会・狭山中央病院・狭山電設（株）・（有）狭山人形・狭山バス運輸・三愛自動車販売・
至聖病院・シチズンマイクロ（株）・至福の会・清水 重由・社会福祉法人 入間川福祉会・（宗）円光寺・（株）新狭山ガーデン・
セブンスデーアドベンチスト 入間川キリスト教会・綜研化学（株）・荘司社会保険労務士事務所・（株）双和電気製作所・

（有）髙橋写真館・高柳公認会計士事務所・（株）田口土木・田島燃料（株）・（有）立川総合企画・中央労働金庫 狭山支店・東京
ゴルフ倶楽部・（有）トータルフォトスタジオさいとう・特別養護老人ホームさやま苑・（株）七星科学研究所・西村税理士事務所・

（株）ニチアコミュニケーション・（株）ニックス・（株）日本電波工業・浜野 良一・飯能信用金庫 新狭山支店・飯能信用金庫
狭山西支店・（有）フィールドプロテクト・（株）フルヤ・（株）ヘルスネットワーク・堀兼ゴルフセンター・ホンダカーズ埼玉
鵜ノ木店・本田技研工業（株）・マルちゃん新狭山駅前店・（株）ミツギ・（有）ミネ五十子印刷・みのり福祉会・見晴らしの家・
三村電機工業（株）・明光寺・明治ライスデリカ（株）・（株）ヤマミメンテナンスセンター・（株）ロッテ狭山工場

　
こ
の
度
、
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
塩
野
谷
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
、
こ
れ
ま
で
児
童
が
心
身
共
に
健
全
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
、
多
く
の
賛

同
者
と
と
も
に
、
子
ど
も
会
育
成
会
や
狭
山
台
中
央
公
園
を
舞
台
に
活
動
す
る
「
本

気
で
あ
そ
ぶ
子
☆
応
援
団
」
な
ど
に
関
わ
る
一
方
で
、
元
気
大
学
や
支
部
社
会
福
祉

協
議
会
の
運
営
に
も
た
ず
さ
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
、
狭
山
市
は
4
人
に
一
人
が
65
歳
以
上
と
な
る
人
口
構
成
に
な
る
中
、
地
域
単

位
で
サ
ロ
ン
や
見
守
り
活
動
な
ど
独
自
の
取
組
み
が
広
が
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

原
動
力
も
ま
た
社
会
の
一
線
を
務
め
上
げ
た
年
配
の
方
々
で
あ
り
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
色
々
な
形
で
そ
の
窓
口
が
開
か
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
こ

に
自
然
に
手
を
差
し
伸
べ
る
心
豊
か
な
気
持
ち
を
育
む
取
組
も
大
切
で
あ
る
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
幼
少
期
か
ら
の
ゆ
と
り
や
親
子
い
っ
し
ょ
に
な
っ
た
活
動

な
ど
、こ
れ
ま
で
の
経
験
も
生
か
し
、よ
り
幅
の
あ
る
視
点
で
臨
む
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
私
も
趣
味
で
写
真
を
撮
っ
て
お
り
ま
す
が
、
狭
山
市
の
像
が
子
ど
も
た
ち
の
あ
の

純
粋
な
気
持
ち
が
そ
の
ま
ま
描
か
れ
た
よ
う
な
、
市
内
の
ど
こ
を
映
し
て
も
地
域
の

和
が
同
じ
に
映
し
出
さ
れ
る
、
そ
ん
な
姿
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
会
員
の
皆
様
並
び
に
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
地
域

福
祉
向
上
の
た
め
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（敬称略）
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《事業活動収入》 《事業活動支出》

収入の部 決算額（円） ％ 支出の部（事業別） 決算額（円） ％

受託金収入 137,678,034 29.57 法人運営 143,943,596 32.31

介護保険収入 108,595,341 23.32 老人福祉センター 92,416,952 20.74

経常経費補助金収入 88,329,802 18.97 老人デイサービス 66,960,399 15.03

有価証券売却益 32,167,690 6.91 訪問介護 23,263,687 5.22

自立支援費収入 17,738,104 3.81 障害者福祉サ－ビス 20,067,214 4.50

事業収入 9,463,705 2.03 社会福祉活動基金運営 19,707,468 4.42

共同募金配分金収入 9,363,451 2.01 その他 79,235,335 17.78

会費収入 8,101,000 1.74 合　計 445,594,651 ―

受取利息配当金収入 8,107,766 1.74 《収支差額の部》

その他 46,068,270 9.90 当期活動収支差額 20,018,512 ―

前期繰越活動収支差額 67,869,544 ―

合　計 465,613,163 ― 次期繰越活動収支差額 87,888,056 ―

平成24年度 狭山市社会福祉協議会決算・事業報告

●狭山市地域福祉活動計画の推進
地域福祉活動計画に基づき計画を推進しました。
●法人後見事業の開始

法人成年後見事業を開始し併せて、さやま成年後見
センター運営委員会を立ち上げました。
●普及・宣伝・広報活動の強化

ホームページ、ブログの充実、「ふれあいこころちゃん」を
放映し、映像として社協事業を知ってもらう機会をつくりました。
●支部社協への支援強化

支部事業や支部地域福活動計画に基づく計画を支援しました。
●救急情報セットを活用した見守り事業を推進

堀兼、水富支部をモデル地区として、75 歳以上一人暮らし高齢者の救急情報
キットを 476 本配布しました。
●福祉教育の推進

小・中学校・高等学校において福祉体験教室を実施し、1,961 名の参加があり
ました。
●有償福祉サービスささえあい狭山の充実

602 名の会員において、9,038 件の活動及び 1,641 名の稼働がありました。
●狭山市との共催による地域福祉関係事業の実施

地域のつながりと支え合いを考えることを目的に入曽、柏原地区の講座や地域
福祉推進パネル展などをおこないました。

※詳細につきましては、社会福祉協議会ホームページをご覧ください。

決算報告（一般会計、公益事業特別会計の合算となっています。）

主な事業報告（平成 24 年度新規・重点事業等）
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お申込み・お問合せは TEL：04-2954-0294　FAX：04-2953-4998
E-mail：daihyou@sayama-shakyou.or.jp

★ボランティアを募集しています★
あなたの少しのお時間をボランティア活動に使ってみませんか

書道ボランティア 手芸ボランティア ドライヤーかけボランティア
　高齢者施設では、書道を教え
てくださる方を募集しています。
書道経験のある方。
【場　所】高齢者施設（柏原・入間川）
【活動日】月に 1 回～（応相談）
【時　間】1 時間
【申込み】随時

　利用者のお風呂上がりにドラ
イヤーを掛けてくださる方。

【場　所】高齢者施設（狭山）
【活動日】週 1 回～（応相談）
【時　間】午前 9 時 30 分〜午後 12 時
【申込み】随時

　障害者施設の手芸クラブでパッ
チワークや飾りの製作の指導をし
てくださる手芸経験のある方。
【場　所】大樹の家（狭山）
【活動日】毎週火曜日
【時　間】午後 1 時～ 3 時
【申込み】随時

夏休み親子思い出づくり講座参加者募集
親子で一緒につくろう ハート型ポプリ入れ

【日　時】平成 25 年 7 月 27 日（土）
午前 9 時 30 分〜 11 時 30 分

【場　所】社会福祉会館 大会議室（3 階）
【定　員】15 組の親子（先着順）
【参加費】1 組 300 円（材料費 2 個分）
【対　象】狭山市在住・在学の小学生までの親子
【申込み】7 月 24 日（水）まで。全員分の氏名、住所、電話番号、

年齢を明記してお申込みください。

福祉教育サポーター養成講座
【日　時】平成 25 年 8 月 23 日（金）

午前 10 時〜午後 4 時
【場　所】社会福祉会館

大会議室（3 階）
【内　容】午　前 : 講　義

「ボランティア活動について」
午　後 : 実　習

「車椅子体験・アイマスク体験・点字体験 他」
【申込み】随時

　市内小中学校では、車椅子体験・アイマスク体験・
高齢者疑似体験などを通して、お年寄りや障がい
のある方と、共に地域で生活していくためにはど
のようにしたらよいかを学びます。この体験学習
の時間に、学校で指導や児童の見守りをしていた
だくサポーターの養成講座を開催いたします。
　次世代を担う子どもたちの学びのお手伝いをし
てみませんか。

彩の国ボランティア体験プログラム
できること… きっとある !!

　子どもから大人まで、誰もが気軽
にボランティア活動に参加できる
きっかけづくりとして、さまざまな
体験メニューを用意いたしました。
　私たちが住んでいる地域を知る大
チャンスです。市内福祉施設や児童
施設・イベントなどでボランティア
活動を体験してみませんか。

この夏、こんな体験ができます
◎ 子育て・保育体験
◎ 高齢者との交流体験
◎ 障がい者との交流体験
◎ 地域活動の体験
◎ 施設内の体験

メニュー表は市内公共施設、自治会回覧板、
社協ホームページ等で入手できます。

説明会（オリエンテーション）
【日　時】平成 25 年 7 月 27 日（土）

午後 2 時〜 3 時
【場　所】社会福祉会館 大会議室（3 階）
【内　容】ボランティア活動の心構え

や必要な持ち物保険加入に
ついてなど

【申込み】随時

参加者
大募集
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成年後見制度講演会
　いつまでも自分らしく穏やかに暮らし続けられるよう、元気なうちに備えておきましょう。そのため
に知っておきたい「成年後見制度」や「遺言」について分かりやすくお話しします。
【日　時】　平成 25 年 8 月 31 日（土）午後 2 時〜午後 4 時
【場　所】　狭山市社会福祉会館 大会議室（3 階）
【講　師】　弁護士　大森 三起子　氏
【参加費】　無　料
【定　員】　50 名（事前申し込み）

お申込み・お問合せは TEL：04-2954-0294　FAX：04-2953-4998
E-mail：daihyou@sayama-shakyou.or.jp

精神保健福祉ボランティアスクール
【日　時】平成 25 年 9 月より（全 6 回の予定）
【場　所】社会福祉会館 大会議室（3 階）
【内　容】精神障害に関する理解やボランティア活

動の講義、施設見学等
【対象者】①市内在住・在勤・在学で精神保健福祉

　に関心のある方。
②講座終了後に、狭山市内で、精神保健
　福祉に関するボランティア活動を実践
　したいと考える方。
③全日程参加できる方。

【申込み】8 月 8 日（木）より社協のホームページ
等で詳細をご案内します。開催案内を送
付しますので、氏名、住所、電話番号、
年代を明記してお申込みください。

　現代のストレスの多い中で、心の病気は今や誰
もがかかりうることです。
　心の病気に関する正しい知識を学ぶとともに、
理解を深め、誰もが安心して暮らせるように精神
障害者の生活や社会参加を支援するボランティア
を養成するための 6 日間の講座です。
　今後ご一緒に活動していきましょう。

災害ボランティアセンター立ち上げ訓練
【日　時】平成 25 年 8 月 31 日（土）

午前 9 時〜午後 12 時
【場　所】狭山市市民会館
【持ち物】動きやすい服装
【申込み】随時

◎事前説明会
災害ボランティアセンター運営役をご希望の方
は事前説明会参加してください。

【日　時】平成 25 年 8 月 21 日（水）午後 2 時〜
【場　所】狭山市社会福祉会館 大会議室（3 階）
【内　容】訓練の概要、役割分担 等

　東日本大震災から 2 年あまりが過ぎました。この
大震災が人々の心に大きな影響を与えた一方、人との
つながりの大切さを改めて知ることになりました。
　狭山市が被災地になったとき、最終的には地域
での助け合いや活動が大きな力になります。
　この災害立ち上げ訓練に参加して、どのように
復旧のお手伝いができるかを一緒に考えつくりあ
げていきませんか。

「知って安心！始めて安心！老い支度
 終活を考えてみませんか…　～成年後見制度と遺言～」

参加者
大募集

お申込み・お問合せは　T　E　L：04-2956-7665	 E-mail：higashiguchi@sayama-shakyou.or.jp

予　告
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入
間
川
東
支
部
通
信
員

　

氣
田　

栄
子

遠
藤
日
出
子

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
こ
ぶ
し

バ
ラ
園
の
お
花
見

　

若
葉
の
緑
さ
わ
や
か
な
5
月
23
日
（
木
）、
バ
ス
が

宝
荘
に
到
着
。

降
り
立
っ
た
の
は
田
中
地
区
の
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
こ

ぶ
し
」
の
皆
さ
ん
8
名
と
世
話
人
4
名
、
総
勢
12
名
の

一
行
で
す
。

　

今
回
は
智
光
山
公
園
の
一
画
に
あ
る
バ
ラ
園
の
お
花

見
で
す
。
宝
荘
の
す
ぐ
隣
に
あ
り
ま
す
。
緑
の
ト
ン
ネ

ル
を
ゆ
っ
く
り
と
通
り
ぬ
け
る
と
、
そ
こ
が
バ
ラ
園
で

し
た
。
あ
ま
り
に
も
見
事
な
晴
天
に
「
皆
さ
ん
の
普
段

の
行
い
が
、
余
程
良
い
の
で
す
ね
」、「
あ
は
は
、
世
話

を
し
て
下
さ
る
方
が
み
な
良
い
人
で
、
ゆ
っ
た
り
と
し

て
て
ね
ぇ
」
…
と
。
木
陰
の
な
い
バ
ラ
園
は
こ
と
の
ほ

か
暑
く
、
大
き
な
木
の
下
に
あ
る
ベ
ン
チ
で
一
休
み
。

　
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
こ
ぶ
し
」
は
、
毎
月
2
回
、
田

中
の
自
治
会
館
を
会
場
に
、
会
食
と
お
し
ゃ
べ
り
を
楽

し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
日
の
サ
ロ
ン
は
宝
荘
1
階
の
和
室
で
、
昼
食
の

お
弁
当
を
頂
き
な
が
ら
、
お
し
ゃ
べ
り
の
花
が
咲
き

ま
す
。「
こ
う
し
て
、
皆
と
一
緒
に
食
べ
る
と
楽
し
い

ね
ぇ
」。
傍
ら
で
黒
一

点
の
本
橋
さ
ん
が
ニ
コ

ニ
コ
と
相
づ
ち
を
打
ち

ま
す
。
御
歳
92
歳
、
元

気
い
っ
ぱ
い
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
で
す
。
皆
と
て

も
穏
や
か
で
、
仲
が
良

い
の
は
、「
ゆ
っ
た
り

と
見
守
る
」
姿
勢
に
あ

る
よ
う
で
す
。

堀
兼
支
部
通
信
員

志
村　

公
男

小
池　

律
子

グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
で
元
気

　

5
月
の
新
緑
が
美
し
く
、
日
ざ
し
が
明
る
い
金
曜
日

に
東
三
ツ
木
老
人
会
寿
会
の
グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
会

を
訪
ね
ま
し
た
。
毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日
の
10
時
か
ら

2
時
間
弱
、
新
狭
山
駅
前
の
三
ツ
木
公
園
で
ゲ
ー
ム
を

楽
し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　

去
年
の
春
に
発
足
し
、
現
在
会
員
数
18
名
。
ま
だ
始

め
て
間
も
な
い
の
で
大
会
な
ど
に
は
出
場
し
て
い
ま
せ

ん
が
い
ず
れ
は
参
加
し
た
い
と
、
と
て
も
意
欲
的
で
し

た
。

　

あ
る
女
性
会
員
の
方
は
「
こ
れ
か
ら
夏
に
な
る
と
日

焼
け
が
心
配
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
と
て
も
楽
し
い
」

と
に
こ
や
か
に
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ラ
ジ
オ
体
操
で
準
備
体
操
の
後
、
抽
選
で
3
組
に
分

か
れ
て
プ
レ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

若
々
し
い
歓
声
が
上
が
り
、
皆
さ
ん
ボ
ー
ル
の
行
方
を

追
っ
て
ゲ
ー
ム
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ン
ド
が
凸
凹
な
の
で
な
か
な
か
思
う
よ
う
に

ボ
ー
ル
が
進
ま
ず
、
力
加
減
な
ど
奥
が
深
い
ス
ポ
ー
ツ

だ
そ
う
で
、
皆
さ
ん
が
夢
中
に
な
る
の
が
少
し
分
か
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
は

ゆ
る
～
く
！
楽
し
く

　

5
月
、
初
夏
の
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
く
あ
る
日
、
未

就
園
児
を
持
つ
マ
マ
達
の
育
児
サ
ー
ク
ル
「
ス
マ
イ
ル

キ
ッ
ズ
」
の
活
動
に
、
柏
原
一
区
自
冶
会
館
へ
、
お
邪

魔
し
て
来
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ー
ク
ル
は
、「
マ
マ
達
・
子
ど
も
た
ち
が
知

り
あ
え
る
場
」
と
し
て
誕
生
し
、
ご
く
普
通
の
マ
マ
さ

ん
達
の
協
力
、
支
え
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
新
規
会
員
を
含
め
17
組
の
参
加
で
、
サ
ー

ク
ル
活
動
の
説
明
後
、
親
子
で
の
ス
マ
イ
ル
ダ
ン
ス
・

誕
生
会
・
工
作
・
読
み
聞
か
せ
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を

飽
き
さ
せ
な
い
内
容
で
し
た
。
通
常
は
、「
中
央
児
童
館
」

「
乳
幼
児
情
報
セ
ン
タ
ー
」
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に

も
支
援
し
て
貰
い
、
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
と
の

事
で
し
た
。

　

企
画
・
運
営
の
ス
タ
ッ
フ
は
7
名
で
、
今
年
は
、
狭

山
消
防
署
で
応
急
処
置
の
講
習
・
西
武
バ
ス
へ
の
見
学

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
の
継
続
の
た
め
「
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集
中
で
す
。

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

柏
原
支
部
通
信
員

大
竹
征
一
郎

木
下　

英
一

▲ バラに囲まれご満悦

▲ めざせ！ ホールインワン

▲ ママも遊ぼ !  ボール遊び

▲ 体をほぐしてスタート！

▲ のりでペタペタ !  母の日工作

♥ふれ  あいみ～つけたみ～つけた
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 温かいまごころ  ありがとうございました
平成 25 年 3 月 23 日～平成 25 年 6 月 3 日（順不同・敬称略）

（社会福祉寄付金）	 （単位：円）

今坂柳二・池原昭治 10,000 

八重幡　勝恵 29,155 

半貫　敏夫 500,000 

菊地　拓也 3,000 

狭山ダンス連盟 18,800 

韓国食堂　コチュ 2,300 

狭山ビックバンド・ピラミッド 15,200 

匿名（3 件） 511,266 

（物品寄付）

高橋　ミチエ 着物

狭山郵便局 古切手

大仲　馥子 古切手、ハガキ

笹目　君子 古切手

狭山市入間川婦人会 車椅子 4 台、古切手

駒井　洋治 使用済みカード

木下　勝彦 紙パット、おむつ

朝日航洋株式会社 古切手

有川　貞広 古切手、使用済カード

寺尾　允和 マッサージ器

本田技研労働組合埼玉支部 古切手、使用済カード

匿名（3 件）
古切手、切手、おむつ、
ハガキ

　　有料広告欄　 有料広告を募集中　問合せ： 2954-0294

狭
山
市
入
間
川
婦
人
会
よ
り
い
た

だ
い
た
車
椅
子
は
福
祉
機
器
と
し

て
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
に
貸
し

出
し
ま
す
。

◀
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社会福祉協議会より、お知らせと生活に役立つ情報

日程などの変更の可能性もありますので、詳細やお申込は…
狭山市社会福祉会館、狭山市駅東口事務所、お問い合せください。

18
こころも心身ともリフレッシュ

親
子
サ
ロ
ン
る
ん

る
ん
を
訊
ね
ま
し
た
。

日
頃
、
忙
し
く
子

育
て
に
追
わ
れ
る
お

母
さ
ん
方
の
情
報
交

換
の
場
と
し
て
地
域

交
流
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

親
子
手
遊
び
、
ダ

ン
ス
、
ス
ト
レ
ッ
チ

な
ど
で
体
を
動
か
し

た
り
、
子
ど
も
に
関

す
る
ケ
ガ
や
水
の
事

故
に
よ
る
救
急
法
や

交
通
事
故
の
防
止
対
策
を
学

ん
だ
り
し
て
、
サ
ロ
ン
の
終
了

時
に
は
疲
れ
や
悩
み
事
も
解

消
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。

「
元
気
の
活
力
」
を
得
た
い

方
は
、
第
一
水
曜
日
の
午
前

10
時
か
ら
覗
い
て
み
た
ら
い

か
が
で
す
か
。

金
婚
祝
写
真
の
贈
呈

　

金
婚（
結
婚
50
年
）を
迎
え
る
ご
夫
婦
に
、
記
念
の
写
真

を
贈
呈
し
ま
す
。

対
　
象　

昭
和
38
年
4
月
1
日
～
昭
和
39
年
3
月
31
日
ま

で
に
ご
結
婚
さ
れ
た
市
内
在
住
の
ご
夫
婦

場
　
所　

市
内
の
指
定
さ
れ
た
写
真
館

料
　
金　

無
料（
カ
ラ
ー
八
つ
切
り
サ
イ
ズ
、台
紙
付
）

申
込
み　

8
月
1
日（
木
）か
ら
12
月
20
日（
金
）ま
で
に
狭

山
市
駅
東
口
事
務
所
へ
電
話
か
来
所
に
て

後
見
支
援
員
募
集

　

本
会
が
法
人
と
し
て
成
年
後
見
人
と
な
り
、
認
知
症
高

齢
者
、
知
的
障
が
い
者
や
精
神
障
が
い
者
の
後
見
活
動
を

し
て
い
ま
す
。現
在
、本
会
が
行
う
後
見
活
動
を
手
伝
っ
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
狭
山
市
社
会
福
祉
会
館
、
狭
山
市
駅
東
口
事

務
所
に
募
集
要
項
が
あ
り
ま
す
の
で
、
募
集
要
項
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

権
利
擁
護
法
律
相
談
「
あ
ん
し
ん 

さ
や
ま
」

　

認
知
症
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
が
、
判
断
能
力
が
不

十
分
な
た
め
に
権
利
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
、ご
本
人
、ご

家
族
や
福
祉
関
係
者
な
ど
か
ら
の
生
活
上
の
悩
み
や
困
り

ご
と
に
対
し
て
、
弁
護
士
が
専
門
的
な
立
場
か
ら
問
題
を

整
理
し
、
解
決
に
向
け
て
支
援（
助
言
、
関
係
機
関
と
の
調

整
な
ど
）し
ま
す
。

日
　
時　

8
月
2
日（
金
）、9
月
6
日（
金
）、10
月
4
日（
金
）

い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

※
事
前
予
約
制

場
　
所　

狭
山
市
駅
東
口
事
務
所　

相
談
室

費
　
用　

無
料

申
込
み　

狭
山
市
駅
東
口
事
務
所
へ
電
話
ま
た
は
来
所
に

て
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
会
館
よ
り

法
律
相
談

　

弁
護
士
に
よ
る
相
談
を
毎
月
1
回
（
第
3
金
曜
日
、
祝

日
の
場
合
は
お
休
み
）
に
実
施
し
て
い
ま
す
。（
要
予
約
）

時
　
間　

午
後
2
時
～
4
時（
無
料
）

場
　
所　

社
会
福
祉
会
館

ふ
れ
あ
い
里
親
の
募
集

　

親
の
離
婚
や
病
気
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
家
庭
に

恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
お
盆
や
、
お

正
月
に
子
ど
も
を
預
か
る
「
ふ
れ
あ
い
里
親
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

東
口
事
務
所
よ
り

歳
末
地
域
支
援
助
成
の
ご
案
内

　

障
害
者
団
体
な
ど
が
歳
末
の
時
期
（
10
月
～
1
月
）
に

行
う
事
業
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

対
　
象　

会
員
10
名
以
上
で
狭
山
市
民
3
分
の
2
以
上
を

占
め
、無
償
で
活
動
し
、宗
教
・
政
治
を
目
的
と

と
し
な
い
左
記
の
団
体
。

①
障
害
者
団
体

②
在
宅
介
護
者
団
体

③
児
童
福
祉
団
体

④
ひ
と
り
親
家
庭
及
び
寡
婦
福
祉
団
体

助
成
金
額　

1
団
体
3
万
円
を
限
度
に
予
算
内
で
助
成

申
込
み
　
詳
細
を
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
7
月
16
日
（
火
）
～

8
月
16
日（
金
）の
間
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
2
9
5
4
ー

0
2
9
4

☎
2
9
5
6
ー

7
6
6
5

そ
の
他
の
事
業
案
内

講
演
「
傾
聴
に
つ
い
て
」
の
話
を
聞
く
会

日
　
時　

7
月
20
日（
土
）　

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

場
　
所　

狭
山
市
社
会
福
祉
会
館

主
　
催　

介
護
者
ふ
れ
あ
い
の
会

参
加
費
は
無
料
で
す
。
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
笑
顔
で

手
遊
び

◀

社
協
だ
よ
り「
ふ
れ
あ
い
」は
、
皆
様
か
ら
の
会
員
会
費
・

赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分
金
の
一
部
を
活
用
し
て
発
行
し
て
い
ま
す
。
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